
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年１２月１６日（日）１３：３０～１７：３０ 

徳島大学常三島キャンパス・共通教育４号館２階２０１教室 

入場無料・駐車場有（無料） 

内容： 
北朝鮮では今年４月に若い金正恩氏が政権を
継承し、動向が注目されています。拉致、核・ミサ
イル、戦後賠償、貧困、専制など問題は山積して
いますが、どのように向き合えばいいのでしょう
か。この節目の時期に訪朝した３人の研究者が、
偏見のない合理的な発想で、北朝鮮問題の本質
を説きます。 

 
綛田芳憲氏プロフィール 
かせだ・よしのり。専門分野は国際政治（特に北
東アジア）。米国ノーザン・イリノイ大学大学院卒
（政治学博士）。訪朝経験５回。 
 

１３：３０ 開場 
１４：００ 主催者あいさつ 
１４：１０ 訪朝報告１「政治学の視点から」 
      饗場和彦（徳島大学総合科学部・教授） 
１４：５０ 訪朝報告２「経済学の視点から」 
      水島多喜男（徳島大学総合科学部・教授） 
１５：３０ 休憩 
１５：４０ 講演「日朝・米朝関係の虚像と実像」 

綛田芳憲（北九州市立大学外国語学部・准教授） 
１７：００ 討論・質疑応答 
１７：３０ 終了 

主催：徳島大学総合科学部国際政治学研究室／同地域交流支援室 

問い合わせ：同研究室 088－656－7186、aibak@ias.tokushima-u.ac.jp 

 

公開講演会 
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